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『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
語
り
手
の
敬
語
不
使
用
に
つ
い
て

─
〈
語
り
〉
の
構
造
か
ら
「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」
を
再
検
討
す
る
─

　
浅
川
　
哲
也

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、『
源
氏
物
語
』
の
地
の
文
に
お
い
て
、
敬
語
を
用
い
る

は
ず
の
人
物
（
対
象
）
に
対
し
て
相
応
の
敬
語
が
つ
い
て
い
な
い
例

を
、
語
り
手
に
よ
る
敬
語
不
使
用
の
問
題
と
し
て
扱
い
、
こ
れ
に

『
源
氏
物
語
』
の
〈
語
り
〉
の
構
造
と
い
う
観
点
か
ら
い
く
つ
か
の

検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

こ
こ
で
敬
語
不
使
用
と
し
て
扱
う
敬
語
は
、
い
わ
ゆ
る
素
材
敬
語

に
限
定
し
、
敬
意
の
対
象
と
な
る
べ
き
人
物
が
動
作
主
体
の
場
合
は

主
体
敬
語
で
あ
る
尊
敬
語
、
敬
意
の
対
象
と
な
る
べ
き
人
物
が
動
作

客
体
の
場
合
は
客
体
敬
語
で
あ
る
謙
譲
語
（
甲
）
と
な
る
敬
語
の
こ

と
と
す
る
。
自
卑
敬
語
の
謙
譲
語
（
乙
）
と
、
対
者
敬
語
の
丁
寧
語

と
は
、
し
ば
ら
く
こ
の
考
察
の
範
囲
外
と
す
る
。

　

敬
語
不
使
用
と
は
、『
源
氏
物
語
』
の
地
の
文
・
発
話
文
（
内
話

文
を
含
む
）
に
お
い
て
、
あ
る
人
物
が
動
作
主
体
ま
た
は
動
作
客
体

と
な
る
文
の
述
語
部
分
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
が
述
語
と
な
る
場
合

は
除
く
）
が
敬
語
表
現
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
を
い
う（
１
）。

敬
語
不
使

用
の
例
が
地
の
文
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
語
り
手
に
よ
る
敬
語
不
使
用

で
あ
る
。
ま
た
、
一
つ
の
文
で
文
末
以
外
に
も
文
節
ご
と
に
敬
語
の

つ
く
可
能
性
の
高
い
帝
（
上
皇
・
后
・
東
宮
も
含
む
）
が
動
作
主
体

ま
た
は
動
作
客
体
で
あ
っ
て
、
文
中
の
当
該
の
文
節
に
敬
語
の
み
ら

れ
な
い
例
も
こ
れ
に
準
じ
た
扱
い
と
す
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
を

用
い
た
が
、
用
例
の
掲
出
で
表
記
を
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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用
例
の
位
置
は
〈　

〉
内
に
巻
名
と
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

の
ペ
ー
ジ
数
で
示
し
た
。
文
中
で
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
を
示
す
と

き
は
「　

」
で
示
し
た
。
用
例
文
中
の
二
重
傍
線
部
は
敬
語
不
使
用

の
箇
所
、
一
重
傍
線
部
は
通
常
の
敬
語
使
用
の
箇
所
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。

一
、『
源
氏
物
語
』
の
〈
語
り
〉
の
構
造

　
『
源
氏
物
語
』
の
言
説
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
い
わ
ゆ
る
草
子
地

の
研
究
か
ら
、
玉
上
琢
彌
氏
の
「
物
語
音
読
論
」
を
経
て
、
今
日
の

〈
語
り
〉
の
研
究
に
進
ん
で
い
る
。
玉
上
氏
の
「
物
語
音
読
論
」

は
、『
源
氏
物
語
』
に
三
人
の
作
者
を
仮
構
し
て
い
る
。
曰
く
、「
語

り
伝
え
る
古
御
達
（
女
房
）」、「
物
語
の
筆
記
編
集
者
」
の
女
房
、

「
読
み
聞
か
せ
る
女
房
」
の
三
者
で
あ
る（
２
）。

中
野
（
一
九
六
四
）

は
、
玉
上
説
を
批
判
し
て
『
源
氏
物
語
』
は
「
す
べ
て
物
語
世
界
を

高
所
か
ら
見
下
す
こ
と
の
で
き
る
位
置
」
か
ら
物
語
作
者
に
よ
っ
て

書
か
れ
て
い
る
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
三
谷
（
一
九
八
二
・
二

〇
〇
二
）
は
、「
竹
河
」
の
巻
の
語
り
手
が
女
三
宮
事
件
や
薫
の
出

生
の
秘
密
に
つ
い
て
〈
非
知
〉
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
桐
壺
」
の

巻
の
語
り
手
が
そ
の
敬
語
運
用
か
ら
見
て
、
桐
壺
帝
の
内
侍
所
の
典

侍
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
語
り
手
が

「
超
越
的
な
全
知
的
な
視
点
」
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い

る（
３
）。

　
『
源
氏
物
語
』
の
〈
語
り
〉
の
構
造
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研

究
を
概
観
す
る
と
、『
源
氏
物
語
』
の
地
の
文
は
、
作
中
人
物
と
し

て
設
定
さ
れ
た
語
り
手
に
よ
る
発
話
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
語
り
手

は
複
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
語
り
手
の
具
体
的
な
人
物
像
と
し

て
は
、
桐
壺
帝
の
内
侍
司
の
典
侍
、
源
氏
や
紫
の
上
に
近
侍
し
た
女

房
た
ち
、
玉
鬘
に
仕
え
た
女
房
た
ち
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

語
り
手
の
実
体
を
よ
く
表
わ
す
具
体
的
な
例
と
し
て
、「
竹
河
」

の
巻
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
る
（
引
用
文
中
の
傍
線
と
丸
括
弧
に
よ
る

補
入
は
浅
川
、
以
下
同
じ
）。

　

　

こ
れ
（「
竹
河
」
の
巻
）
は
、
源
氏
の
御
族ぞ
う

に
も
離
れ
た
ま

へ
り
し
、
後
の
ち
の

大お
ほ

殿と
の

（
＝
鬚
黒
）
わ
た
り
に
あ
り
け
る
悪わ
る

御ご

達た
ち

の
落
ち
と
ま
り
残
れ
る
が
問
は
ず
語
り
し
お
き
た
る
は
、
紫
の

ゆ
か
り
に
も
似
ざ
め
れ
ど
、
か
の
女を
む
など
も
（
＝
悪
御
達
）
の
言

ひ
け
る
は
、「
源
氏
の
御
末す
ゑ

々ず
ゑ

に
ひ
が
事こ
と

ど
も
の
ま
じ
り
て
聞
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こ
ゆ
る
は
、
我
よ
り
も
年
の
数
つ
も
り
、
ほ
け
た
り
け
る
人
の

ひ
が
言こ
と

に
や
」
な
ど
あ
や
し
が
り
け
る
、
い
づ
れ
か
は
ま
こ
と

な
ら
む
。�

〈
竹
河
・
五
九
頁
〉

　　

こ
の
冒
頭
の
文
が
示
す
の
は
、「
竹
河
」
の
巻
が
鬚
黒
大
将
に
仕

え
て
い
た
古
女
房
た
ち
の
問
わ
ず
語
り
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
紫
の

上
に
仕
え
て
い
た
女
房
た
ち
に
よ
る
源
氏
の
一
族
周
辺
に
関
す
る
語

り
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
竹
河
」
の
巻
の
語
り
は
、

鬚
黒
方
の
女
房
た
ち
の
語
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
語
り
の
さ

ら
に
上
位
に
「
い
づ
れ
か
は
ま
こ
と
な
ら
む
」
と
語
る
語
り
手
が
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
竹
河
」
で
は
、
例
え
ば
夕
霧
の
子
の

蔵
人
少
将
に
対
し
て
極
端
な
無
敬
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
森
一
九
九
三
）。
玉
鬘
の
娘
に
執
心
す
る
蔵
人
少
将
に
対
し

て
、
玉
鬘
が
冷
淡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
語
り
手
で
あ
る
玉
鬘
に
仕
え

る
女
房
た
ち
は
蔵
人
少
将
に
敬
語
を
使
わ
な
い
の
で
あ
る
。
語
り
手

の
女
房
は
主
家
中
心
主
義
で
あ
り
、「
竹
河
」
の
巻
の
語
り
手
で
あ

る
「
悪
御
達
」
は
、
玉
鬘
邸
内
で
の
宮
仕
え
意
識
に
徹
し
て
敬
語
運

用
を
し
て
い
る
の
で
あ
る（
４
）。

　

し
か
し
、
語
り
手
に
よ
る
敬
語
運
用
の
相
対
化
や
意
識
的
な
敬
語

運
用
の
偏
り
、
す
な
わ
ち
敬
語
の
不
使
用
は
「
竹
河
」
の
巻
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
な
い
。

二
、
玉
上
琢
彌
氏
「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」
の
再
検
討

　
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
敬
語
不
使
用
の
問
題
を
論
じ
た
説
の
ひ

と
つ
に
、
玉
上
琢
彌
氏
の
「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」
が
あ
る（
５
）。
玉
上

氏
は
、「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」
に
お
い
て
、「
法
則
的
な
も
の
は
、

真
実
か
ら
離
れ
、
か
つ
い
た
ず
ら
に
誤
解
を
招
く
だ
け
か
と
も
思
う

が
」
と
前
置
き
を
さ
れ
た
上
で
、『
源
氏
物
語
』
で
の
敬
語
運
用
に

つ
い
て
五
つ
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」
に

つ
い
て
正
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
抄
出
す
る
と

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　

一
、
敬
語
に
は
高
低
の
段
階
が
あ
り
、
地
の
文
で
一
定
の
段
階
を

た
も
つ
の
は
最
高
の
帝
・
后
・
東
宮
・
上
皇
の
み
で
あ
る
。

　

二
、
地
の
文
で
最
低
に
も
せ
よ
敬
語
の
付
き
う
る
の
は
、
皇
族
と

上
達
部
の
列
以
上
で
、
特
別
の
公
達
が
こ
れ
に
準
じ
、
女
性
も

こ
れ
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
僧
侶
の
扱
い
は
別
と
す
る
）。
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三
、
身
分
差
の
あ
る
人
々
を
一
括
し
て
叙
す
る
と
き
は
、
敬
語
は

そ
の
高
き
に
従
う
。

　

四
、
特
に
高
貴
な
る
人
々
と
一
座
す
る
と
き
、
敬
語
は
簡
略
に
な

り
ま
た
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

五
、
文
勢
を
図
る
た
め
、
そ
の
他
特
殊
な
効
果
を
求
め
て
、
敬
語

が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　　

玉
上
氏
は
、
二
の
例
外
と
、
四
・
五
の
「
敬
語
が
省
略
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
一
一
の
下
位
項
目
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
れ
を
抄
出
す
る
と
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　
〔
一
〕、
身
分
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
敬
語
は
つ
か
な
い
。

　
〔
二
〕、
地
の
文
で
敬
語
が
つ
く
身
分
は
皇
族
と
上
達
部
で
、
特
別

の
公
達
を
除
い
て
殿
上
人
以
下
に
は
敬
語
が
つ
か
な
い
。

　
〔
三
〕、
最
高
敬
語
「
の
た
ま
は
す
・
賜
は
す
・
仰
せ
ら
る
・
仰
せ

た
ま
ふ
・
～
せ
た
ま
ふ
・
～
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
扱
い
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　
（
１
）「
の
た
ま
は
す
」
は
、
地
の
文
で
は
、
帝
・
后
・
東
宮
・

上
皇
（
院
）
に
限
定
さ
れ
る
。
准
太
政
天
皇
と
な
っ
た
源
氏

で
さ
え
「
の
た
ま
ふ
・
奏
し
た
ま
ふ
・
与
へ
た
ま
ふ
」
で
あ

る
。

　
　
（
２
）「
～
せ
た
ま
ふ
・
～
さ
せ
た
ま
ふ
」
が
地
の
文
で
源
氏
に

つ
く
の
は
、
実
子
冷
泉
帝
の
即
位
後
、「
絵
合
」「
松
風
」
の

巻
か
ら
で
あ
る
が
、
帝
・
后
・
東
宮
と
は
違
い
が
あ
る
。

　
〔
四
〕、
敬
語
の
段
階
と
し
て
、
二
重
に
敬
語
の
つ
く
段
階
を
最
高

と
し
、
以
下
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
が
、「
桐
壺
」
の
巻
の

場
合
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
最
高
段
階
（
こ
の
場
合
桐
壺
帝
）
は
、
最
高
敬
語
が
用

い
ら
れ
る
ほ
か
、
敬
語
の
つ
き
得
る
箇
所
は
一
つ
も
漏
れ
る

こ
と
が
な
い
。

　
　
（
２
）
次
の
段
階
（
女
御
と
上
位
の
更
衣
）
は
、
句
末
ご
と
に

つ
く
。

　
　
（
３
）
最
低
の
段
階
（
桐
壺
更
衣
）
は
、
そ
の
人
に
つ
い
て
の

叙
述
の
最
後
に
一
つ
だ
け
申
し
訳
の
よ
う
に
敬
語
が
つ
く
。

　
　
（
４
）
そ
の
中
間
段
階
は
さ
ら
に
幾
段
階
か
に
分
け
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。

　
〔
五
〕、「
言
ふ
」
の
敬
語
の
諸
段
階

　
　
（
１
）
主
格
（
話
し
手
）
に
対
す
る
敬
意
の
高
さ
で
は
「
の
た
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ま
は
す
」
を
別
格
と
し
て
、「
の
た
ま
ふ
・
語
ら
せ
た
ま

ふ
・
仰
せ
ら
る
・
仰
せ
た
ま
ふ
・
仰
す
」
な
ど
の
段
階
と
な

る
。

　
　
（
２
）
客
格
（
聞
き
手
）
へ
の
敬
意
は
、「
申
し
た
ま
ふ
・
聞
こ

え
た
ま
ふ
（
奏
し
た
ま
ふ
・
啓
し
た
ま
ふ
）」
と
な
り
、「
聞

こ
ゆ
（
奏
す
・
啓
す
）」・「
聞
こ
え
さ
す
」
に
至
る
。「
と
言

ふ
」
は
敬
意
に
関
係
な
く
、「
と
あ
り
・
と
て
」
は
何
の
段

階
に
で
も
あ
り
得
る
。

　
〔
六
〕、
同
一
人
物
で
も
場
所
に
よ
っ
て
敬
語
は
簡
略
に
な
り
省
略

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
地
の
文
と
限
っ
て
も
敬
語
は
一
定
不
変

の
法
則
に
従
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ

し
、
帝
・
后
・
東
宮
・
上
皇
は
前
述
の
と
お
り
法
則
的
で
あ

る
。

　
〔
七
〕、
巻
に
よ
る
敬
語
の
多
寡
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
桐
壺
」
と

「
帚
木
」
で
は
敬
語
の
数
が
違
う
。
宮
中
を
舞
台
と
す
る
か
、

「
帚
木
・
空
蝉
」
の
中
の
品
、「
夕
顔
」
の
下
の
品
を
舞
台
と
す

る
か
、
巻
の
基
調
に
よ
っ
て
敬
語
の
多
寡
が
あ
る
。

　
〔
八
〕、
地
の
文
と
人
々
の
詞
（
会
話
文
・
発
話
文
）
と
心
に
お
け

る
敬
語
に
よ
り
、
作
中
人
物
が
立
体
的
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
〔
九
〕、
敬
語
の
つ
く
は
ず
の
人
に
つ
い
て
い
な
い
場
合

　
　
（
イ
）
述
語
が
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
場
合
に
は
敬
語
を
伴
わ

な
い
（
無
敬
語
が
許
さ
れ
る
／
敬
語
の
省
略
に
は
な
ら
な

い
）。

　
　
（
ロ
）
最
低
段
階
は
、
そ
の
人
に
つ
い
て
の
叙
述
の
最
後
に
一

つ
だ
け
申
し
訳
の
よ
う
に
敬
語
が
つ
く
。

　
　
（
ハ
）
わ
ざ
と
敬
語
を
省
略
し
て
特
殊
な
効
果
を
図
っ
た
と
見

た
い
所
が
あ
る
。

　
　
（
ニ
）
作
中
人
物
に
、
読
者
が
自
己
を
没
入
し
、
彼
の
心
を
わ

が
心
と
思
い
誤
る
に
至
ら
し
め
る
た
め
に
、
敬
語
が
省
略
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
〔
十
〕、
自
分
自
身
に
敬
語
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
〔
十
一
〕、
敬
語
の
つ
か
ぬ
は
ず
の
人
に
つ
く
場
合
が
あ
る
。

　　
〔
四
〕
の
（
１
）
お
よ
び
〔
六
〕
に
、
帝
に
対
す
る
敬
語
運
用
は

法
則
的
で
あ
る
と
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
全

体
で
は
例
外
的
な
箇
所
が
あ
る
。

　
〔
九
〕
の
（
ハ
）
と
し
て
、
敬
語
を
添
え
て
遇
す
べ
き
人
物
に
対

し
て
地
の
文
が
敬
語
を
使
用
し
な
い
例
の
な
か
に
は
、
あ
え
て
敬
語
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を
使
用
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
「
特
殊
な
効
果
」
を
意
図
す
る
も
の

が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
例
と
し
て
、
玉
上
氏
は
「
手
習
」
の
巻
の
冒

頭
の
「
横
川
の
僧
都
」
に
対
し
て
地
の
文
が
敬
語
で
も
っ
て
遇
し
て

い
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、「
横
川
の
僧
都
」
に
対
す
る
敬

語
が
地
の
文
に
な
い
こ
と
を
、
僧
都
の
母
尼
君
が
急
病
に
倒
れ
た
こ

と
の
「
切
迫
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
為
の
技
巧
」
で
あ
る
と
説
明

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
吉
澤
（
一
九
四
二
）
は
、
こ
の
例
に
関
し
て
当
該
箇
所

の
敬
語
不
使
用
を
「
前
半
に
敬
語
の
無
い
の
は
、
僧
都
の
行
動
（
僧

都
が
自
ら
の
仏
道
修
行
を
優
先
し
て
倒
れ
た
母
の
元
に
行
か
な
か
っ

た
こ
と
：
浅
川
注
）
を
否
定
し
た
も
の
、
後
半
に
敬
語
の
あ
る
の

は
、
僧
都
の
行
動
（
母
の
元
に
赴
い
た
こ
と
：
浅
川
注
）
を
肯
定
し

た
も
の
で
あ
る
。」
と
し
、
敬
語
の
加
除
は
語
り
手
の
批
判
意
識
の

現
わ
れ
で
あ
る
と
み
て
い
る（
６
）。

　
〔
九
〕
の
（
ニ
）
は
、「
作
中
人
物
に
読
者
が
自
己
を
没
入
し
彼
の

心
を
わ
が
心
と
思
い
誤
る
」
箇
所
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
例
と
し

て
、
玉
上
氏
は
、
若
紫
を
垣
間
見
た
後
の
源
氏
の
回
想
の
場
面
を
採

り
あ
げ
て
い
る
。

　

　
（
源
氏
）「
あ
は
れ
な
る
人
（
＝
若
紫
）
を
見
つ
る
か
な
。
か

か
れ
ば
、
こ
の
す
き
者
ど
も
は
、
か
か
る
歩あ
り

き
を
の
み
し
て
、

よ
く
さ
る
ま
じ
き
人
を
も
見
つ
く
る
な
り
け
り
。
た
ま
さ
か
に

立
ち
出
づ
る
だ
に
、
か
く
思
ひ
の
外ほ
か

な
る
こ
と
を
見
る
よ
」
と

を
か
し
う
思お

ほ

す
。（
源
氏
）「
さ
て
も
、
い
と
う
つ
く
し
か
り
つ

る
児ち
ご

か
な
、
何
人
な
ら
む
、
か
の
人
（
＝
藤
壺
女
御
）
の
御
か

は
り
に
、
明
け
暮
れ
の
慰
め
に
も
見
ば
や
」
と
思お

も

ふ
心
深ふ
か

う
つ

き
ぬ
。　
〈
若
紫
・
二
〇
九
頁
〉

　　

二
重
傍
線
部
の
語
り
手
の
敬
語
不
使
用
の
箇
所
に
つ
い
て
、
玉
上

氏
は
「
作
者
が
光
る
源
氏
に
つ
い
て
客
観
的
立
場
か
ら
語
っ
て
い
る

の
で
な
く
、
読
者
が
彼
の
心
を
直
接
知
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
地
の
文

の
『
給
ふ
』
は
、
作
者
が
作
中
人
物
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
印
で
あ

り
、
こ
れ
が
な
く
な
る
と
、
物
語
と
い
う
壁
が
一
重
取
り
外
さ
れ

て
、
読
者
は
作
中
人
物
に
面
と
接
し
、
そ
の
心
を
わ
が
心
と
す
る
に

至
る
。
作
中
人
物
の
詞
を
自
ら
口
に
し
、
地
の
文
に
述
べ
る
動
作
を

行
な
い
、
心
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
「
思
い
入
れ
」
す
る
、
…
若
き
光

る
源
氏
に
、
若
き
夕
霧
に
、
若
き
柏
木
に
、
彼
ら
の
思
い
悩
む
と
き

に
そ
の
『
心
』
の
あ
た
り
に
、
敬
語
の
省
略
が
多
い
こ
と
を
、
わ
た
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く
し
は
か
く
考
え
た
い
。」
と
い
う
主
観
的
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
、
吉
澤
（
一
九
四
二
）
の
い
う
『
源
氏
物
語
』

中
に
見
ら
れ
る
語
り
手
の
「
批
判
」
な
の
で
あ
る
。
玉
上
氏
の
い
わ

ゆ
る
「
読
者
」
と
作
中
人
物
の
同
化
と
い
う
見
方
は
『
源
氏
物
語
』

の
〈
語
り
〉
の
構
造
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
無
理
が
あ
る（
７
）。

　

三
、�『
源
氏
物
語
』
の
本
文
に
お
け
る
敬
語
使
用
と
敬
語
不

使
用

　
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
を
、〈
語
り
〉
の
構
造
と
、
敬
語
使
用
の
有

無
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
、「
地
の
文
（
語
り
手
の
発
話
文
）」
と

「
作
中
人
物
の
発
話
文
・
心
話
文
」
と
に
大
別
し
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
に
お
い
て
「
敬
語
使
用
」
の
文
と
「
敬
語
不
使
用
」
の
文
と

に
分
け
て
整
理
し
た
も
の
が
次
に
示
す
【
図
１
】
で
あ
る
。

　

作
中
人
物
の
発
話
文
（
会
話
文
）・
心
話
文
（
心
内
文
）
は
、『
源

氏
物
語
』
で
は
す
べ
て
語
り
手
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
実

際
に
は
、
作
中
人
物
の
発
話
文
・
心
話
文
は
、
地
の
文
（
語
り
手
の

発
話
文
）
の
下
位
に
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
地
の
文
に
お
け
る
敬
語
不
使
用
の
文
は
、
こ
の

図
に
よ
っ
て
相
対
的
な
位
置
づ
け
が
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
地
の
文
に
お
け
る
敬
語
不
使
用
を
問
題
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
、
図
中
の
（
ａ
）
と
比
較
し
な
が
ら
、（
ｃ
）・（
ｄ
）
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

四
、�

帝
に
対
す
る
地
の
文
の
敬
語
使
用
・
不
使
用

　

帝
に
は
最
高
段
階
の
敬
語
が
つ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
（
玉
上
氏
の

「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」
の
〔
四
〕
の
（
１
）・〔
六
〕）。
事
実
、『
源

氏
物
語
』
に
お
け
る
桐
壺
帝
に
対
す
る
地
の
文
の
敬
語
の
配
慮
は
濃

密
で
あ
り
、
桐
壺
帝
が
動
作
主
体
の
場
合
は
、
次
例
の
よ
う
に
文
節

ご
と
に
敬
語
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　　

１
、（
桐
壺
帝
ハ
）「
い
つ
し
か
」
と
心
も
と
な
が
ら
せ
た
ま
ひ

て
、
急
ぎ
参
ら
せ
て
御
覧
ず
る
に
、
め
づ
ら
か
な
る
児ち
ご

の
御

容か
た
ち貌
な
り
。〈
桐
壺
・
一
八
頁
〉

　

２
、（
桐
壺
帝
ハ
）
お
ほ
か
た
の
や
む
ご
と
な
き
御
思
ひ
に
て
、

こ
の
君
を
ば
、
私
わ
た
く
し

物も
の

に
思
ほ
し
か
し
づ
き
た
ま
ふ
こ
と
限
り

な
し
。〈
桐
壺
・
一
九
頁
〉
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３
、（
桐
壺
帝
ノ
）
や
む
ご
と
な
き
御
思
ひ
な
べ
て
な
ら
ず
、
皇み

女こ

た
ち
な
ど
も
お
は
し
ま
せ
ば
、
こ
の
御
方か
た

の
諫い
さ
めを

の
み
ぞ
、

な
ほ
わ
づ
ら
は
し
う
心
苦
し
う
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け

る
。〈
桐
壺
・
一
九
頁
〉

　

４
、（
桐
壺
帝
ガ
）
あ
ま
た
の
御
方か
た

々が
た

を
過
ぎ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、

隙ひ
ま

な
き
御
前ま
へ

渡わ
た

り
に
、
人
の
御
心
を
尽
し
た
ま
ふ
も
、
げ
に
こ

と
わ
り
と
見
え
た
り
。〈
桐
壺
・
二
〇
頁
〉

　

５
、（
桐
壺
帝
ハ
）
い
と
ど
あ
は
れ
と
御
覧
じ
て
、
後こ
う

涼ら
う

殿で
ん

に
も

と
よ
り
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ふ
更か
う

衣い

の
曹ざ
う

司し

を
、
ほ
か
に
移
さ
せ
た

ま
ひ
て
、
上う
へ

局つ
ぼ
ねに

賜
は
す
。〈
桐
壺
・
二
〇
頁
〉

　　

桐
壺
帝
に
比
較
し
て
、
朱
雀
帝
の
場
合
は
、
次
例
の
よ
う
に
朱
雀

帝
が
動
作
主
体
・
動
作
客
体
で
あ
っ
て
も
敬
語
の
つ
い
て
い
な
い
文

節
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
文
節
の
範
囲
で
の
【
図
１
】
の

（
ｄ
）
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　　

６
、
帝
（
＝
朱
雀
帝
）
は
、
院
（
＝
故
桐
壺
院
）
の
御
遺ゆ
い

言ご
ん

た
が

へ
ず
、（
源
氏
ヲ
）
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
た
れ
ど
、
若
う
お
は
し

ま
す
う
ち
に
も
、
御
心
な
よ
び
た
る
か
た
に
過
ぎ
て
、
強
き
と

こ
ろ
お
は
し
ま
さ
ぬ
な
る
べ
し
、
母は
は

后き
さ
き、

祖お
ほ

父ぢ

大お
と
ど臣

と
り
ど

り
し
た
ま
ふ
こ
と
は
、（
朱
雀
帝
ハ
）
え
背
か
せ
た
ま
は
ず
、

世
の
ま
つ
り
ご
と
、
御
心
に
か
な
は
ぬ
や
う
な
り
。〈
賢
木
・

一
〇
四
頁
〉

　

７
、（
朱
雀
帝
ハ
）
御
容か
た
ち貌

も
、
院
（
＝
故
桐
壺
院
）
に
い
と
よ

う
似
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
今
少
し
な
ま
め
か
し
き
気け

添
ひ

て
、
な
つ
か
し
う
な
ご
や
か
に
ぞ
お
は
し
ま
す
。〈
賢
木
・
一

二
三
頁
〉

　

８
、（
朱
雀
帝
ハ
朧
月
夜
ヘ
ノ
）
い
み
じ
か
り
し
御
思
ひ
の
な
ご

り
な
れ
ば
、
人
の
そ
し
り
も
し
ろ
し
め
さ
れ
ず
、
例
の
、
上う
へ

に

つ
と
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ひ
て
、
よ
ろ
づ
に
恨
み
、
か
つ
は
あ
は

れ
に
契ち
ぎ

ら
せ
た
ま
ふ
。〈
須
磨
・
一
九
七
頁
〉

　

９
、（
故
桐
壺
院
ガ
）
睨に
ら

み
た
ま
ひ
し
に
（
朱
雀
帝
ガ
）
見
合
は

せ
た
ま
ふ
と
見
し
け
に
や
、
御
目
に
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
、
た

へ
が
た
う
悩
み
た
ま
ふ
。〈
明
石
・
二
五
二
頁
〉

　

10
、（
朱
雀
帝
ハ
）
春と
う

宮ぐ
う

に
こ
そ
は
譲
り
き
こ
え
た
ま
は
め
、
朝お
ほ

廷や
け

の
御
後う
し
ろ

見み

を
し
、
世
を
ま
つ
り
ご
つ
べ
き
人
を
お
ぼ
し
め

ぐ
ら
す
に
、
こ
の
源
氏
の
か
く
沈
み
た
ま
ふ
こ
と
、
い
と
あ
た

ら
し
う
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
れ
ば
、
つ
ひ
に
后
の
御
い
さ
め
を
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も
そ
む
き
て
、
赦ゆ
る

さ
れ
た
ま
ふ
べ
き
定
め
出
で
来き

ぬ
。〈
明

石
・
二
六
二
頁
〉

　

11
、
女
君
（
＝
朧
月
夜
）、
顔
は
い
と
赤
く
匂に
ほ

ひ
て
、
こ
ぼ
る
ば

か
り
の
御
愛あ
い

敬ぎ
や
うに

て
、
涙
も
こ
ぼ
れ
ぬ
る
を
、（
朱
雀
帝
ハ
）

よ
ろ
づ
の
罪
忘
れ
て
、「
あ
は
れ
に
ら
う
た
し
」
と
御
覧
ぜ
ら

る
。〈
澪
標
・
二
八
一
頁
〉

　

12
、（
朱
雀
院
ハ
）
御
心
地
い
と
苦
し
き
を
念
じ
つ
つ
、
お
ぼ
し

起
こ
し
て
、
こ
の
御
い
そ
ぎ
は
て
ぬ
れ
ば
、
三
日
過
ぐ
し
て
、

つ
ひ
に
御み

髪ぐ
し

お
ろ
し
た
ま
ふ
。〈
若
菜
上
・
四
四
頁
〉

　　

鈴
木
（
一
九
八
八
）
に
、
接
続
助
詞
「
て
」
の
上
接
動
詞
（
述

語
）
に
お
け
る
敬
語
使
用
率
は
低
く
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、

桐
壺
帝
に
対
し
て
は
、「
１
・
４
・
５
」
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
接

続
助
詞
「
て
」
の
上
接
部
分
で
あ
っ
て
も
念
入
り
に
敬
語
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
朱
雀
帝
に
お
い
て
も
「
７
・
８
・
９
」
な
ど
、

接
続
助
詞
「
て
」
の
上
接
部
分
に
敬
語
の
あ
る
例
は
確
認
で
き
る
の

で
、
地
の
文
に
お
い
て
、
助
詞
「
て
」
の
上
接
動
詞
を
敬
語
表
現
と

す
る
か
否
か
は
、
語
り
手
の
意
図
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
範
囲
の
も

の
と
考
え
て
良
い
。
語
り
手
は
、
文
の
単
位
で
は
朱
雀
帝
に
対
し
て

敬
語
を
欠
か
す
こ
と
は
な
い
が
、
一
つ
の
文
に
お
い
て
述
語
部
分
の

す
べ
て
に
敬
語
を
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
桐
壺
帝

の
場
合
と
比
較
し
て
み
る
と
、
桐
壺
帝
と
朱
雀
帝
と
の
間
に
は
一
つ

の
文
の
文
節
ご
と
に
お
け
る
敬
語
の
使
用
密
度
に
明
ら
か
な
相
違
が

あ
る
。
語
り
手
は
待
遇
表
現
上
、
朱
雀
帝
を
桐
壺
帝
と
同
等
に
遇
し

て
は
い
な
い
。

　

最
高
の
敬
語
を
以
て
遇
さ
れ
る
べ
き
帝
に
対
し
て
、
語
り
手
の
待

遇
意
識
の
弛
緩
が
観
察
さ
れ
る
例
は
冷
泉
帝
の
場
合
に
も
見
ら
れ

る
。

　　

13
、（
冷
泉
帝
ハ
）
い
と
な
つ
か
し
げ
に
、
思
ひ
し
こ
と
（
＝
玉

鬘
を
尚
侍
と
し
て
召
す
こ
と
）
の
た
が
ひ
に
た
る
恨
み
を
の
た

ま
は
す
る
に
、（
玉
鬘
ハ
）
面お
も
てお
か
む
方か
た

な
く
ぞ
お
ぼ
え
た
ま

ふ
や
。〈
真
木
柱
・
三
八
五
頁
〉

　

14
、（
玉
鬘
）「
い
か
な
ら
む
色
と
も
知
ら
ぬ
紫
を
心
し
て
こ
そ
人

は
そ
め
け
れ
。
今
よ
り
な
む
思
ひ
た
ま
へ
知
る
べ
き
」
と
聞
こ

え
た
ま
へ
ば
、（
冷
泉
帝
ハ
）
う
ち
笑
み
て
、「
そ
の
今
よ
り
染そ

め
た
ま
は
む
こ
そ
、
か
ひ
な
か
べ
い
こ
と
な
れ
。
愁う
れ

ふ
べ
き
人

あ
ら
ば
、
こ
と
わ
り
聞
か
ま
ほ
し
く
な
む
」
と
、
い
た
う
恨
み
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さ
せ
た
ま
ふ
（
冷
泉
帝
ノ
）
御
気け

色し
き

の
、（
玉
鬘
ニ
ハ
）
ま
め

や
か
に
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ば
、（
玉
鬘
）「
い
と
う
た
て
も
あ
る

か
な
」
と
お
ぼ
え
て
、（
玉
鬘
）「
を
か
し
き
さ
ま
を
も
見
え
た

て
ま
つ
ら
じ
、
む
つ
か
し
き
世
の
癖
な
り
け
り
」
と
思
ふ
に
、

（
玉
鬘
ハ
）
ま
め
だ
ち
て
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
へ
ば
、（
冷
泉
帝
ハ
）

え
お
ぼ
す
さ
ま
な
る
乱
れ
言ご
と

も
う
ち
い
で
さ
せ
た
ま
は
で
、

（
冷
泉
帝
）「
や
う
や
う
こ
そ
は
目
馴な

れ
め
」
と
お
ぼ
し
け
り
。

〈
真
木
柱
・
三
八
六
頁
〉

　

15
、（
冷
泉
帝
）「
九こ
こ
の
へ重
に
霞か
す
みへ
だ
て
ば
梅
の
花
た
だ
か
ば
か
り
も

匂に
ほ

ひ
来こ

じ
と
や
」（
冷
泉
帝
ノ
歌
ハ
）
こ
と
な
る
こ
と
な
き
言こ

と

な
れ
ど
も
、（
冷
泉
帝
ノ
）
御
あ
り
さ
ま
け
は
ひ
を
見
た
て
ま

つ
る
ほ
ど
は
、
を
か
し
く
も
や
あ
り
け
む
。〈
真
木
柱
・
三
八

八
頁
〉

　

16
、（
玉
鬘
）「
か
ば
か
り
は
風
に
も
つ
て
よ
花
の
枝え

に
立
ち
並
ぶ

べ
き
匂
ひ
な
く
と
も
」（
玉
鬘
ノ
）
さ
す
が
に
か
け
離
れ
ぬ
け

は
ひ
を
、（
冷
泉
帝
ハ
）「
あ
は
れ
」
と
お
ぼ
し
つ
つ
、
か
へ
り

見
が
ち
に
て
渡
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。〈
真
木
柱
・
三
八
八
～
三
八

九
頁
〉

　

17
、
御
座ざ

二
つ
よ
そ
ひ
て
、
主あ
る
じ（
＝
源
氏
）
の
御
座ざ

は
下く
だ

れ
る

を
、（
冷
泉
帝
ノ
）
宣せ
ん

旨じ

あ
り
て
直
さ
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
、
め
で

た
く
見
え
た
れ
ど
、
帝
は
な
ほ
限
り
あ
る
ゐ
や
ゐ
や
し
さ
を
尽

く
し
て
見
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
ぬ
こ
と
を
な
む
お
ぼ
し
け

る
。〈
藤
裏
葉
・
四
五
九
頁
〉

　　

冷
泉
帝
で
は
、
玉
鬘
と
関
わ
る
場
面
に
お
い
て
、
文
節
の
述
語
部

分
の
敬
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
例
が
目
立
つ
。
こ
の
場
面
の
語
り
手

は
玉
鬘
に
仕
え
る
女
房
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
主
人
の
玉

鬘
が
冷
泉
帝
に
対
し
て
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

語
り
手
は
主
人
の
玉
鬘
に
肩
入
れ
を
し
て
、
最
高
度
の
敬
語
で
遇
す

る
べ
き
冷
泉
帝
に
す
ら
待
遇
意
識
を
弛
緩
さ
せ
て
い
る
と
い
う
印
象

を
受
け
る
。
特
に
、
16
「（
玉
鬘
ガ
冷
泉
帝
ニ
）
さ
す
が
に
か
け
離

れ
ぬ
け
は
ひ
」
で
は
、
冷
泉
帝
へ
の
客
体
敬
語
が
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
箇
所
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
15
で
は
玉
鬘
を
我
が
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
無
念
さ
を
表
わ
す
冷
泉
帝
の
御
製

歌
を
、
語
り
手
が
「
こ
と
な
る
こ
と
な
き
言こ
と

な
れ
ど
も
」
と
酷
評
し

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
帝
へ
の
待
遇
表
現
上
で
の
配
慮
と

し
て
は
異
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
対
象
が
帝
で
あ
っ
て
も
、
語
り
手

の
心
情
が
待
遇
上
の
配
慮
に
大
き
く
影
響
す
る
例
の
ひ
と
つ
と
考
え
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ら
れ
る
。

　

五
、
語
り
手
の
身
分
と
敬
語
の
使
用
・
不
使
用

　

玉
上
氏
の
「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」〔
四
〕
の
（
３
）
で
は
、
桐

壺
更
衣
に
対
す
る
敬
語
は
最
低
の
段
階
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

桐
壺
更
衣
は
、
死
後
に
「
い
ま
一ひ
と

階き
ざ
みの
位
」〈
桐
壺
・
二
五
頁
〉
と

し
て
従
三
位
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
宮
中
に
あ
る
と
き
は
更
衣

と
し
て
正
四
位
相
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
衣
の
位
階
は
四

位
ま
た
は
五
位
相
当
で
あ
る
か
ら
、
桐
壺
更
衣
は
五
位
相
当
の
更
衣

（
地
の
文
の
い
う
「
そ
れ
よ
り
下
﨟
の
更
衣
た
ち
」）
に
比
し
て
上
位

の
更
衣
で
あ
る
。
三
谷
（
二
〇
〇
二
）
の
示
す
よ
う
に
「
桐
壺
」
の

巻
の
語
り
手
が
従
四
位
相
当
の
典
侍
で
あ
る
と
す
る
と
、
語
り
手
は

桐
壺
更
衣
に
対
し
て
、
身
分
関
係
上
で
敬
語
使
用
が
必
要
な
の
で
あ

る
。

　

な
お
、「
桐
壺
」
の
巻
の
地
の
文
で
は
、
桐
壺
帝
の
宮
中
の
典
侍

に
対
し
て
敬
語
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、「
紅
葉
賀
」
に
登
場

す
る
源
げ
ん
の

典な
い
し
の
す
け
侍
に
も
敬
語
は
つ
か
な
い
。

　

上う
へ

に
さ
ぶ
ら
ふ
典
な
い
し
の
す
け
侍
は
、
先
帝
の
御
時
の
人
に
て
、
か
の
宮

に
も
親
し
う
参
り
馴な

れ
た
り
け
れ
ば
、
い
は
け
な
く
お
は
し
ま

し
し
時
よ
り
見
た
て
ま
つ
り
、
今
も
ほ
の
見
た
て
ま
つ
り
て
、

…
〈
桐
壺
・
四
一
頁
〉

　
年
い
た
う
老
い
た
る
典
な
い
し
の
す
け

侍
、
人
も
や
む
ご
と
な
く
心
ば
せ
あ

り
て
、
あ
て
に
お
ぼ
え
高
く
は
あ
り
な
が
ら
、
い
み
じ
う
あ
だ

め
い
た
る
心
ざ
ま
に
て
、
そ
な
た
に
は
重
か
ら
ぬ
あ
る
を
、
…

（
源
典
侍
ハ
）
似
げ
な
く
も
思
は
ざ
り
け
る
。〈
紅
葉
賀
・
三
三

六
頁
〉

　　

玉
上
氏
の
「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」
の
二
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
語
り
手
は
上
達
部
に
は
敬
語
を
使
用
す
る
が
、
殿
上
人
以
下
の

人
物
に
対
し
て
は
敬
語
を
使
用
し
な
い（
８
）。

　

確
認
し
て
お
く
と
、
上
達
部
（
公
卿
）
と
は
、
摂
政
・
関
白
・
太

政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
・
内
大
臣
・
大
納
言
・
中
納
言
・
参

議
・
三
位
以
上
の
貴
族
の
こ
と
を
い
う
。
殿
上
人
と
は
、
清
涼
殿
の

殿
上
の
間
に
昇
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
の
通
称
で
あ
り
、
公
卿
を

除
く
四
位
・
五
位
で
昇
殿
を
許
さ
れ
た
者
お
よ
び
六
位
の
蔵
人
を
い
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う
。
身
分
の
呼
称
と
し
て
は
、
上
達
部
に
次
ぐ
。
な
お
、
四
位
・
五

位
の
官
人
は
諸
大
夫
で
あ
り
、
六
位
以
下
の
官
人
や
昇
殿
資
格
の
な

い
家
柄
の
四
位
・
五
位
の
官
人
は
地ぢ

下げ

で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
須
磨
」
の
巻
で
、
語
り
手
は
、
太
宰
大
弐
（
正
五
位

上
に
相
当
）
や
、
そ
の
子
の
筑
前
守
（
筑
前
国
は
上
国
、
従
五
位
下

に
相
当
）
に
対
し
て
敬
語
を
使
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
民み
ん

部ぶ
の

大た
い

輔ふ

（
正
五
位
下
に
相
当
）
の
藤
原
惟
光
、
少
納
言
（
従
五
位
下
に
相

当
）
の
源
良
清
、
右う
こ
ん
の近

将ぞ

監う

の
蔵
人
（
従
六
位
上
に
相
当
）、
そ
の

父
の
常
陸
介
（
常
陸
国
は
大
国
、
従
五
位
上
に
相
当
）、
摂
津
守

（
摂
津
国
は
上
国
、
従
五
位
下
に
相
当
）
に
対
し
て
も
語
り
手
は
敬

語
を
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
。

　

同
座
の
身
分
最
上
位
者
へ
の
敬
語
を
優
先
す
る
と
き
、
身
分
最
上

位
者
以
外
の
人
物
に
敬
語
が
使
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
場

合
、
源
氏
を
身
分
最
上
位
者
と
み
て
の
他
の
人
物
へ
の
敬
語
不
使
用

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
位
階
が
従
五
位
の

貴
族
に
対
し
て
ま
っ
た
く
敬
語
を
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
語

り
手
の
女
性
の
身
分
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

「
桐
壺
」
の
巻
の
語
り
手
は
典
侍
（
従
四
位
相
当
）
で
あ
る
と
さ
れ

る
が
、『
源
氏
物
語
』
の
語
り
手
は
、「
須
磨
・
明
石
」
の
ほ
か
、
巻

に
よ
っ
て
は
身
分
が
か
な
り
高
い
女
性
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
中
野
（
一
九
六
四
）
の
い
う
「
す
べ
て

物
語
世
界
を
高
所
か
ら
見
下
す
こ
と
の
で
き
る
位
置
」
に
あ
る
語
り

手
の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
。

　

六
、
語
り
手
の
批
判
意
識

　

語
り
手
の
批
判
意
識
に
よ
る
敬
語
不
使
用
の
例
は
、『
源
氏
物

語
』
全
体
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
帚
木
」
の
巻
に
お
い
て
、
頭
中
将
に
対
す
る
敬
語
の
不
使
用
場

面
が
、
源
氏
と
の
「
対
照
的
待
遇
」
や
、
源
氏
方
か
ら
見
た
「
敵
視

的
待
遇
」
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
大
久
保
二
〇
一
一
）。
ま

た
、
野
分
の
後
、
紫
の
上
・
玉
鬘
の
姿
を
意
図
的
に
覗
き
見
す
る
夕

霧
に
対
す
る
敬
語
不
使
用
や
、
女
三
宮
に
密
会
す
る
柏
木
に
対
す
る

敬
語
の
不
使
用
場
面
は
、「
懲
戒
的
待
遇
」
に
よ
る
不
使
用
で
あ
る

と
い
う
（
大
久
保
二
〇
一
一
）。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
吉
澤
（
一
九

四
二
）
の
い
う
「
批
判
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
例
も
語
り

手
の
心
情
が
敬
語
運
用
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
で

あ
る
。
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（
源
氏
、
兄
弟
の
皇
子
、
上
達
部
ガ
）
あ
は
れ
な
る
文ふ
み

を
作
り

か
は
し
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
世
の
中
に
の
み
め
で
ら
れ
た
ま

へ
ば
、
后き
さ
い

の
宮み
や

聞
こ
し
め
し
て
い
み
じ
う
の
た
ま
ひ
け
り
。

（
弘
徽
殿
大
后
ハ
）「
朝お
ほ

廷や
け

の
勘か
う

事じ

な
る
人
は
、
心
に
ま
か
せ
て

こ
の
世
の
あ
ぢ
は
ひ
を
だ
に
知
る
こ
と
難か
た

う
こ
そ
あ
な
れ
、
お

も
し
ろ
き
家い
へ

居ゐ

し
て
、
世
の
中
を
譏そ
し

り
も
ど
き
て
、
か
の
鹿し
か

を

馬む
ま

と
言
ひ
け
む
人
の
ひ
が
め
る
や
う
に
追つ
い

従し
よ
うす

る
」
な
ど
、

あ
し
き
こ
と
ど
も
聞
こ
え
け
れ
ば
、「
わ
づ
ら
は
し
」
と
て
、

絶
え
て
消せ
う

息そ
こ

聞
こ
え
た
ま
ふ
人
な
し
。�
〈
須
磨
・
二
〇
六
頁
〉

　　

弘
徽
殿
大
后
の
発
話
文
を
承
け
る
地
の
文
の
主
語
が
非
情
物
の

「
あ
し
き
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
述
語
を
自
発
動
詞
の
「
聞
こ
ゆ
」

と
み
れ
ば
こ
の
文
に
敬
語
は
不
要
で
あ
る
が
、
須
磨
退
去
中
の
源
氏

と
兄
弟
の
皇
子
・
上
達
部
ら
と
の
漢
詩
文
で
の
交
流
を
悪
意
で
牽
制

す
る
弘
徽
殿
大
后
の
発
話
文
の
直
後
に
弘
徽
殿
大
后
へ
の
直
接
的
な

敬
語
が
な
い
と
い
う
の
は
、
弘
徽
殿
大
后
に
対
す
る
語
り
手
の
感
情

が
窺
え
る
と
こ
ろ
な
の
で
は
な
い
か
。

　

語
り
手
は
、
桐
壺
更
衣
に
い
た
く
同
情
的
で
あ
る
し
、
桐
壺
更
衣

の
子
の
源
氏
に
対
し
て
は
「
源
氏
び
い
き
」（
大
久
保
二
〇
一
一
）

と
評
さ
れ
る
よ
う
な
敬
語
運
用
上
で
の
肩
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
語
り
手
は
、
主
人
公
の
源
氏
と
い
え
ど
も
藤
壺
へ
の
恋
慕
や
、

藤
壺
へ
の
恋
情
に
関
連
づ
け
て
若
紫
に
思
い
が
及
ぶ
よ
う
な
場
面
で

は
、
源
氏
に
対
し
て
敬
語
を
使
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
源
氏

が
王
命
婦
を
説
き
ふ
せ
て
藤
壺
女
御
と
の
逢
瀬
を
遂
げ
る
場
面
に
お

い
て
も
源
氏
へ
の
敬
語
不
使
用
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
語
り
手
の

源
氏
に
対
す
る
批
判
意
識
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲

の
〈
若
紫
・
二
〇
九
頁
〉
の
例
の
他
に
も
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

　
（
若
紫
ハ
）
つ
ら
つ
き
い
と
ら
う
た
げ
に
て
、
眉ま
ゆ

の
わ
た
り

う
ち
け
ぶ
り
、
い
は
け
な
く
か
い
や
り
た
る
額ひ
た
ひつ

き
、
髪か
む

ざ
し

い
み
じ
う
う
つ
く
し
。（
源
氏
）「
ね
び
ゆ
か
む
さ
ま
ゆ
か
し
き

人
か
な
」
と
目
と
ま
り
給
ふ
。（
源
氏
）「
さ
る
は
、
限か
ぎ

り
な
う

心
を
尽
く
し
き
こ
ゆ
る
人
（
＝
藤
壺
女
御
）
に
い
と
よ
う
似に

た

て
ま
つ
れ
る
が
ま
も
ら
る
る
な
り
け
り
」
と
思
ふ
に
も
涙
ぞ
落

つ
る
。〈
若
紫
・
二
〇
七
頁
〉

　
こ
の
若わ
か

草く
さ

（
＝
若
紫
）
の
生お

ひ
出い

で
む
ほ
ど
の
な
ほ
ゆ
か
し
き
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を
（
源
氏
）「
似に

げ
な
い
ほ
ど
と
思お
も

へ
り
し
も
こ
と
わ
り
ぞ
か

し
、
言
ひ
寄よ

り
が
た
き
こ
と
に
も
あ
る
か
な
、
い
か
に
か
ま
へ

て
、
た
だ
心
や
す
く
迎む
か

へ
と
り
て
、
明あ

け
暮く

れ
の
慰な
ぐ
さ

め
に
見

む
、
兵
ひ
ゃ
う

部ぶ

卿き
ゃ
う

宮の
み
やは
、
い
と
あ
て
に
な
ま
め
い
給
へ
れ
ど
、
に

ほ
ひ
や
か
に
な
ど
も
あ
ら
ぬ
を
、
い
か
で
か
の
一ひ
と

族ぞ
う

に
お
ぼ
え

給
ふ
ら
む
、
ひ
と
つ
后
き
さ
き

腹ば
ら

な
れ
ば
に
や
」
な
ど
思お

ぼ

す
。
ゆ
か

り
い
と
睦む
つ

ま
し
き
に
、（
源
氏
ハ
）「
い
か
で
か
」
と
深ふ
か

う
お
ぼ

ゆ
。〈
若
紫
・
二
二
七
頁
〉

　
藤ふ
ぢ

壺つ
ぼ

の
宮
、
な
や
み
た
ま
ふ
こ
と
あ
り
て
、
ま
か
で
た
ま
へ

り
。
上う
へ

の
お
ぼ
つ
か
な
が
り
嘆
き
き
こ
え
た
ま
ふ
御
気け

色し
き

も
、

い
と
い
と
ほ
し
う
見
た
て
ま
つ
り
な
が
ら
、（
源
氏
ハ
）「
か
か

る
を
り
だ
に
」
と
心
も
あ
く
が
れ
ま
ど
ひ
て
、
い
づ
く
に
も
い

づ
く
に
も
ま
う
で
た
ま
は
ず
、
内う

裏ち

に
て
も
里
に
て
も
、
昼
は

つ
れ
づ
れ
と
な
が
め
暮
ら
し
て
、
暮
る
れ
ば
王わ
う
み
や
う
ぶ

命
婦
を
責せ

め
歩あ
り

き
た
ま
ふ
。（
王
命
婦
ハ
）
い
か
が
た
ば
か
り
け
む
、（
源
氏

ハ
）
い
と
わ
り
な
く
て
（
藤
壺
の
宮
ヲ
）
見
た
て
ま
つ
る
ほ
ど

さ
へ
、
現う
つ
つと

は
お
ぼ
え
ぬ
ぞ
わ
び
し
き
や
。〈
若
紫
・
二
三
〇

～
二
三
一
頁
〉

　　

地
の
文
に
お
い
て
、
源
氏
は
、
桐
壺
帝
の
よ
う
に
文
節
ご
と
に
敬

語
使
用
が
配
慮
さ
れ
る
人
物
で
は
な
い
が
、
敬
語
が
あ
っ
て
も
良
い

は
ず
の
箇
所
が
敬
語
不
使
用
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
場
面
で
の
語
り

手
の
何
ら
か
の
意
図
を
酌
み
取
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

お
わ
り
に

　
『
源
氏
物
語
』
の
地
の
文
は
、
作
中
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
た
身

分
の
異
な
る
複
数
の
語
り
手
が
も
の
を
語
る
形
式
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
形
式
が
地
の
文
に
お
け
る
敬
語
の
運
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
敬
語
を
使
用
す
べ
き
対
象
に
つ
い
て
の
地
の
文
の
敬
語
使

用
の
揺
れ
（
敬
語
使
用
と
敬
語
不
使
用
）
は
、
語
り
手
の
対
象
へ
の

心
情
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
語
り
に
お
け
る
語

り
手
の
批
判
意
識
と
、
語
り
手
の
身
び
い
き
（
同
情
共
感
的
な
も
の

を
含
む
）
と
い
う
ふ
た
つ
の
感
情
の
共
存
な
の
で
あ
る
。

　　



- 27-

注（
１
）
主
語
が
「
御
─
」
で
あ
る
場
合
は
述
語
動
詞
に
主
体
敬
語
を
使
用

し
な
く
て
も
よ
く
、
ま
た
、
連
用
修
飾
語
が
「
御
─
」
で
あ
る
場
合

は
被
修
飾
語
に
客
体
敬
語
を
使
用
し
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
（
大

久
保
一
九
七
四
）。

（
２
）「
物
語
音
読
論
」
は
、
玉
上
琢
彌
（
一
九
五
〇
・
一
九
五
五
）
に

拠
る
。

（
３
）
尚
侍
（
な
い
し
の
か
み
・
し
ょ
う
じ
）
は
、
四
等
官
に
お
け
る
内

侍
司
の
長
官
（
か
み
）
に
相
当
す
る
。
准
位
（
男
性
官
人
の
官
位
相

当
に
相
当
す
る
）
は
従
五
位
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
年
）
か
ら
は
従

三
位
で
あ
る
。
定
員
は
二
名
。
多
く
摂
関
家
の
娘
が
選
任
さ
れ
た
。

典
侍
（
な
い
し
の
す
け
・
て
ん
じ
）
は
、
四
等
官
に
お
け
る
次
官

（
す
け
）
に
相
当
す
る
。
准
位
は
従
六
位
、大
同
二
年
（
八
〇
七
年
）

か
ら
は
従
四
位
で
あ
る
。
定
員
は
四
名
。
大
納
言
・
中
納
言
を
中
心

に
公
卿
の
娘
が
多
く
選
ば
れ
た
。
掌
侍
（
な
い
し
の
じ
ょ
う
・
し
ょ

う
じ
）
は
、
四
等
官
に
お
け
る
判
官
（
じ
ょ
う
）
に
相
当
す
る
。
准

位
は
従
七
位
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
年
）
か
ら
は
従
五
位
で
あ
る
。

定
員
は
正
官
四
名
、
権
官
二
名
の
計
六
名
。
以
上
の
記
述
は
、
浅
井

（
一
九
〇
六
）・
和
田
（
一
九
二
六
）
に
拠
る
。

（
４
）
竹
部
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
と
、
自
分
の
仕
え
る
主
人
が
大
臣
で

あ
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
主
人
を
「
お
と
ど
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。
女
房
な
ど
が
自
分
の
仕
え
る
主
人
に
対
し
て
敬
語
を
使

用
す
る
と
き
、
待
遇
度
が
上
昇
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）
玉
上
（
一
九
五
二
）。
引
用
は
、『
源
氏
物
語
評
釈　

別
巻
一
』

（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）
収
録
の
「
敬
語
の
文
学
的
考
察
─
源

氏
物
語
の
本
性
（
そ
の
二
）
─
」
に
よ
る
。

（
６
）
吉
澤
（
一
九
四
二
）
は
、「
源
氏
物
語
中
の
行
爲
に
は
一
つ
〳
〵

必
ず
批
判
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。（
中
略
）
中
に
も
、
敬
語
を
除
く

こ
と
に
よ
つ
て
貶
責
の
意
を
表
は
す
樣
式
は
、
私
が
國
語
学
を
究
め

つ
ゝ
あ
る
も
の
だ
け
に
、
特
に
興
味
を
ひ
く
の
で
あ
る
。（
中
略
）

敬
語
助
動
詞
を
省
略
し
つ
ゝ
、
そ
の
行
爲
に
對
し
て
遺
憾
の
意
を
表

明
す
る
と
い
ふ
の
が
所
々
に
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
説

で
あ
る
。

（
７
）
浅
川
（
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

（
８
）
桐
壺
更
衣
の
父
で
あ
る
故
大
納
言
（
正
三
位
）
に
は
敬
語
が
つ
い

て
い
な
い
。
大
納
言
は
公
卿
で
あ
る
の
で
、こ
の
点
は
不
審
で
あ
る
。

父
の
大
納
言
は
亡
く
な
り
て
、
母
北
の
方
な
む
い
に
し
へ
の
人

の
よ
し
あ
る
に
て
、
親
う
ち
具
し
、
さ
し
あ
た
り
て
世
の
お
ぼ

え
は
な
や
か
な
る
御
方
々
に
も
い
た
う
劣
ら
ず
、
何
ご
と
の
儀

式
を
も
も
て
な
し
た
ま
ひ
け
れ
ど
、
と
り
た
て
て
は
か
ば
か
し
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き
後
う
し
ろ

見み

し
な
け
れ
ば
、
事
あ
る
時
は
、
な
ほ
拠
り
ど
こ
ろ
な
く

心
細
げ
な
り
。〈
桐
壺
・
一
八
頁
〉

　
　
　
『
源
氏
物
語
大
成
索
引
篇
』
に
よ
る
と
、『
源
氏
物
語
』
中
に
動
詞

「
な
く
な
る
」
は
四
七
例
あ
る
が
、「
な
く
な
り
た
ま
ふ
」
の
よ
う
に

尊
敬
語
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
が
つ
く
例
は
、
そ
の
中
の
九
例
で
あ

る
。「
た
ま
ふ
」
が
つ
き
う
る
の
で
「
な
く
な
る
」
は
普
通
語
で
あ

る
。
語
り
手
は
故
大
納
言
に
「
な
く
な
り
た
ま
ふ
」
と
い
う
敬
語
を

使
用
し
て
い
な
い
。

　
参
考
文
献

浅
井
虎
夫
（
一
九
〇
六
）『
女
官
通
解
』（
所
京
子
校
訂
『
新
訂
女
官
通

解
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
五
年
）

穐
田
定
樹
（
一
九
六
九
）「
源
氏
物
語
の
内
話
」『
親
和
国
文
』
一
二
月
号

（『
中
古
中
世
の
敬
語
の
研
究
』
収
録
、
一
九
七
六
年
、
清
文
堂
）

浅
川
哲
也
（
二
〇
〇
九
）「
源
氏
物
語
と
敬
語
法
─
「
若
紫
」
地
の
文
に

お
け
る
敬
語
の
不
用
に
つ
い
て
─
」『
國
學
院
の
古
典
』
第
五
輯

─
（
二
〇
一
〇
）「『
源
氏
物
語
』
地
の
文
に
お
け
る
帝
に
対
す
る

敬
語
使
用
に
つ
い
て
」『
新
國
學
』
復
刊
第
二
号

荒
井　

弘
（
一
九
八
五
）「
源
氏
物
語
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
の
私
見
─

桐
壺
巻
よ
り
若
菜
巻
ま
で
─
」『
平
安
文
学
研
究
』
七
四
輯

榎
本
正
純
（
一
九
八
二
）『
源
氏
物
語
の
草
子
地
─
諸
注
と
研
究
─
』
笠

間
書
院

大
久
保
一
男
（
一
九
七
四
）「『
御
』
の
使
用
と
用
言
性
敬
語
の
不
使
用
」

『
國
學
院
雑
誌
』
昭
和
四
九
年
七
月
（
大
久
保
一
男
『
源
氏
物
語
の

敬
語
法
』
所
収
、
一
九
九
五
年
、
お
う
ふ
う
）

─
（
一
九
九
五
）『
源
氏
物
語
の
敬
語
法
』
お
う
ふ
う

─
（
二
〇
〇
一
ａ
）「
敬
語
表
現
「
わ
た
り
給
ふ
」
小
考
」『
國

學
院
雑
誌
』
一
月
号

─
（
二
〇
〇
一
ｂ
）「
源
氏
物
語
の
敬
語
法
に
関
す
る
一
つ
の

事
例
」『
国
語
研
究
』
第
六
四
号

─
（
二
〇
〇
二
）「
敬
語
」『
源
氏
物
語
事
典
』
大
和
書
房

─
（
二
〇
一
一
）「
源
氏
び
い
き
の
待
遇
法
―
源
氏
物
語
に
お

け
る
敬
語
不
使
用
場
面
に
つ
い
て
―
」『
國
學
院
雑
誌
』

加
古
有
子
（
二
〇
一
三
）「『
源
氏
物
語
』
の
文
学
的
敬
語
の
研
究
─
「
若

紫
」
巻
の
考
察
を
中
心
に
─
」『
解
釈
』
十
一
・
十
二
月
号

小
島
俊
夫
（
一
九
五
四
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
敬
語
の
『
加
除
』」『
國

語
』（
東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
）
第
三
巻
第
二
号

杉
崎
一
雄
（
一
九
八
八
）『
平
安
時
代
敬
語
法
の
研
究
―
「
か
し
こ
ま
り

の
語
法
」
と
そ
の
周
辺
』
有
精
堂

杉
山
康
彦
（
一
九
七
三
）「
源
氏
物
語
の
語
り
の
主
体
（
上
）
─
そ
の
虚
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構
の
構
造
に
つ
い
て
─
」『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
四
一
巻
四
月
号

─
（
一
九
七
三
）「
源
氏
物
語
の
語
り
の
主
体
（
下
）
─
そ
の
虚

構
の
構
造
に
つ
い
て
─
」『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
四
一
巻
五
月
号

鈴
木
裕
史
（
一
九
八
八
）「
敬
語
の
使
用
密
度
に
つ
い
て
─
『
紫
式
部
日

記
』
と
『
枕
草
子
』
を
資
料
と
し
て
─
」『
國
學
院
雑
誌
』
一
二
月

武
原　

弘
（
一
九
七
五
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
敬
語
の
特
殊
相
─
地
の

文
に
お
け
る
尊
敬
語
の
加
除
を
中
心
に
─
」『
日
本
文
学
研
究
』
第

一
一
号

竹
部
歩
美
（
二
〇
〇
八
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
『
お
と
ど
・
お
ほ
い
と

の
・
大
臣
』
に
つ
い
て
」『
都
大
論
究
』
第
四
五
号

高
橋　

亨
（
一
九
七
七
）「
物
語
の
〈
語
り
〉
と
〈
書
く
〉
こ
と
と
は
何

か
─
源
氏
物
語
の
作
者
の
詞
」『
国
文
学
』
九
月
号

─
（
一
九
七
八
）「〈
語
り
〉
の
表
現
構
造
─
い
わ
ゆ
る
草
子
地
に

つ
い
て
─
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊　

講
座
日
本
文
学　

源
氏

物
語　

下
』
五
月
号
（
高
橋
亨
『
源
氏
物
語
の
対
位
法
』
収
録
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）

玉
上
琢
彌
（
一
九
五
〇
）「
物
語
音
読
論
序
説
」『
国
語
国
文
』
一
二
月
号

（
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈　

別
巻
一
』
収
録
、
角
川
書
店
、
一

九
六
六
年
）

─
（
一
九
五
二
）「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」『
国
語
国
文
』
三
月
号

（
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈　

別
巻
一
』
収
録
、
角
川
書
店
、
一

九
六
六
年
）

─
（
一
九
五
五
）「
源
氏
物
語
の
読
者
─
物
語
音
読
論
─
」『
女
子

大
文
学
』
第
七
号
（
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈　

別
巻
一
』
収

録
、
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）

中
野
幸
一
（
一
九
六
四
）「
源
氏
物
語
の
草
子
地
と
物
語
音
読
論
」『
学
術

研
究
』
第
一
三
号

東
原
伸
明
（
一
九
九
四
）「
研
究
史　

源
氏
物
語
の
〈
語
り
〉
と
〈
言

説
〉」
三
谷
邦
明
編
『
源
氏
物
語
の
〈
語
り
〉
と
〈
言
説
〉』
有
精
堂

（
東
原
伸
明
『
物
語
文
学
史
の
論
理
─
語
り
・
言
説
・
引
用
─
』
収

録
、
二
〇
〇
〇
年
、
新
典
社
）

藤
井
貞
和
（
二
〇
〇
一
）『
平
安
物
語
叙
述
論
』
東
京
大
学
出
版
会

三
谷
邦
明
（
一
九
七
八
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
〈
語
り
〉
の
構
造
─
〈
話

者
〉
と
〈
語
り
手
〉
あ
る
い
は
『
草
子
地
』
論
批
判
の
た
め
の
序
章

─
」『
日
本
文
学
』
二
七
─
一
一
（『
物
語
文
学
の
方
法
Ⅰ
』
収
録
、

一
九
八
九
年
、
有
精
堂
）

─
（
一
九
八
二
）「
源
氏
物
語
第
三
部
の
方
法
─
中
心
の
喪
失
あ

る
い
は
不
在
の
物
語
─
」『
文
学
』
五
〇
─
八
（『
物
語
文
学
の
方
法

Ⅱ
』
収
録
、
一
九
八
九
年
、
有
精
堂
）

─
（
一
九
八
九
）『
物
語
文
学
の
方
法
Ⅰ
』
有
精
堂
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─
（
一
九
八
九
）『
物
語
文
学
の
方
法
Ⅱ
』
有
精
堂

─
（
一
九
九
二
）『
物
語
文
学
の
言
説
』
有
精
堂

─
（
二
〇
〇
二
）「
語
り
」『
源
氏
物
語
事
典
』
大
和
書
房

森　

一
郎
（
一
九
九
三
）「
源
氏
物
語
の
人
物
造
型
と
語
り
の
視
点
・
方

法
─
竹
河
巻
の
敬
語
法
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
日
本
文
藝
學
』
第
三
〇

号

吉
澤
義
則
（
一
九
四
二
）『
源
氏
隨
攷
』
晃
文
社

鷲
山
茂
雄
（
二
〇
〇
六
）『
源
氏
物
語
の
語
り
と
主
題
』
武
蔵
野
書
院

和
田
英
松
（
一
九
二
六
）『
修
訂
官
職
要
解
』（
所
功
校
訂
『
新
訂
官
職
要

解
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
三
年
）

藁
谷
隆
純
（
一
九
九
一
）「『
源
氏
物
語
』
の
男
女
へ
の
敬
語
」『
日
本
語

日
本
文
学
』（
創
価
大
学
）
創
刊
号


